
16江戸川大学学報 第 12 巻 1 号（通巻 33号）17 江戸川大学学報 第 12 巻 1 号（通巻 33号）

第８回 流山グリーンフェスティバル
　今年で８回目を迎える「流山グリーンフェスティバル」が、平成

25 年 4 月 29 日（月）から 5 月 4 日（土）まで流山おおたかの森駅

南口都市広場で開催されました。

　主催は流山グリーンフェスティバル実行委員会。この実行委員会

には、惠小百合教授、土屋薫准教授、吉永明弘講師（現代社会学科）、

残間義和教授、清水一彦教授（マス・コミュニケーション学科）、廣

田有里准教授（情報文化学科）が参画したほか、学生の仮想広告代

理店『エド・アド』から社長の三浦美由さん（マス・コミュニケーショ

ン学科 3 年）が参画しました。

　今回のフェスティバルのテーマは「森雪姫」。オリジナルストーリー

で紡がれる童話の世界が、広場に花園や階段アートとなって出現し

た、という設定。この花園のデザインをしたのは情報文化学科の学

生たちで、約 4,500 個の花や野菜の苗でこの花園を実際に作り上げ

たのは現代社会学科の学生たちです。そして、階段アートのデザイ

ンと実作業を担当したのがエド・アドとマス・コミュニケーション学

科の学生たち。会場を彩るメインテーマを本学の学生たちが作り上

げました。

　また、展示コーナーでは、土屋ゼミが木の実を使ったドライフラ

ワー無料体験を行い、子どもから大人まで大人気。惠ゼミでは流山

市から委託を受けて江戸川大学が行っている流山市内の熱環境調査

等について市民の方々にわかりやすく説明を行いました。

　その他、5 月 4 日（土）に行われたイベントではマス・コミュニケー

ション学科の女子学生 3 人が司会を務めました。

　もともとは、残間教授が流山市の広報協力員として市の広報に助

言を行っている関係で、第 1 回流山グリーンフェスティバル実行委

員会で委員長を務め、江戸川大学と流山グリーンフェスティバルの

関係はスタートしました。次第に学内の協力者も増え、市民と大学

との良い接点の場ともなっています。
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エド・アド社長三浦さん

　今回エド・アドでは、ステップアートのデザインを担当し
ました。昨年の先輩たちとの経験を生かし、流山市の方と何
度も話し合い、デザインを完成させました。エド・アドの中
でも、デザインの案を出し合い、流山グリーンフェスティバ
ルのコンセプトに合うようなデザインを一生懸命考えました。
２月から案を考え、ＯＫが出たのは、本当にギリギリでした。
できたときの達成感は忘れられません。実際にそのデザイン
されたシールを階段に貼り、１つの絵にするのも今回はデザ
インが細かかったため、昨年の倍の時間かかりました。でき
た時、見にきてくれた人達から、「すごいね！これあなたたち
がやったの？きれいだね！」など声をかけていただいたときは、
本当にやってよかったなと思いました。流山グリーンフェス
ティバル当日も会場で担当し、イベントの運営の大変さを学
ばせていただきました。また機会があれば、企画運営させて
いただきたいと思っています。これからもエド・アドは新し
いことにチャレンジしていきます。

三浦美由（マス・コミュニケーション学科３年）

栄典
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名誉教授の称号授与

栄典・表彰

「日本パーソナリティ心理学会第21回大会」で行った
中村真教授と松田英子教授の共同学会発表が優秀大会発表賞を受賞！

　本学客員教授の天城靱彦氏が、平成 24 年 12 月にフランス政府から

芸術文化勲章 ｢シュヴァリエ｣ を受章されました。テレビ番組制作や

販売を通して日本とフランスの相互理解に貢献したことが授与の理由で

す。

　名誉教授の称号は、江戸川大学の教授として退職した者で、本学に

教授として１０年以上勤務し、教育上又は学術上特に功績があった者

や、年数に達しないが、教育上又は学術上の功績が特に顕著であった者、

本学の運営に関し功績が特に顕著であった者に授与するものです。

　平成 25 年 4 月 24 日（水）11 時 30 分から、名誉教授称号授与式が挙

行されました。

　名誉教授を授与されたのは、宇野正人元教授、加藤忠明元教授のお

二人です。

　宇野正人氏は、昭和 60 年 4 月に江戸川女子短期大学の専任講師とし

て着任し、平成 12 年 4 月に江戸川大学社会学部助教授に異動後、平成

14 年 4 月に教授に昇任、平成 23 年 3 月退職後も特任教授として平成

25 年 3 月まで在職し、教育と研究に従事されました。研究分野は、宗

教学、特に祭りや神道の研究で成果をあげると共に、活発な学会活動を

行い、神社本庁の教学委員として社会的な貢献を果たしました。また、

EDO-NET 管理運営委員会委員長を担当し、本学が誇る電子情報環境

の整備に重要な役割を果たされました。

　加藤忠明氏は、平成 3 年 4 月に江戸川女子短期大学助教授として着

任し、平成 14 年 4 月に江戸川大学社会学部教授に異動、平成 23 年 3

月退職後も特任教授として平成 25 年 3 月まで在職し、教育と研究に従

事されました。研究分野は、英語教育、特にビジネス英語、実用英語で

多岐に渡る英語習得法を研究し、成果をあげました。また、語学教育研

究所長として本学の語学教育の活性化に貢献されました。

　平成 24 年 10 月に島根で開催された「日本パーソナリティ心理学

会 第 21 回大会」において、中村 真教授と松田英子教授が共同で行っ

た学会発表が、優秀大会発表賞を受賞しました。

　これは、当該大会で行われた一般口頭発表に関し、1 次審査（論

文審査 ) と 2 次審査（口頭審査）を経て、総合評価で上位の 6 発表

が優秀大会発表賞として受賞したものです。発表タイトルは、「大学

生の自動思考に影響する要因の検討－恥意識とコミュニケーション・

スキルからの分析－」。

本学は、平成 21 年度から「学長表彰」の制度を設け、教育・研究や社会貢献等で特色ある顕
著な業績を挙げ、本学の発展に貢献した本学教職員や団体に対し、表彰を行うこととしております。

天城靱彦（あまぎ　ゆきひこ）氏
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ＮＨＫで30年以上にわたりドキュメンタリー
を中心に番組制作にあたり、国際的評価の高
いドキュメンタリーを多数制作。『ニュース
21』編集責任者、『クローズアップ現代』初
代編集責任者、『ＮＨＫスペシャル』責任者を
務める。ＮＨＫ退職後は関連会社でＮＨＫ番
組の海外販売を統括し、2011年以降、東京
TVフォーラムの運営にあたる。


